
旧芝浜中学校と旧港中学校の統合により、古くからの地名であった「三田」を校名
としました。

　21世紀の超スマート社会や人生100年時代を生きていくために、共感
性、コミュニケーション能力のある、人間性豊かな生徒の育成を目指す。
○自他を尊重し、共感し合う生徒
○自ら学び、考え、行動する生徒
○健康、明朗で礼儀正しい生徒

教育目標

総合的な学習の時間
○3年間を見通したキャリア教育
将来の自分の姿の確立にむけて、各学年のテーマを設定
・第１学年は「自己理解・自律」
・第２学年は「自己啓発・自主」
・第３学年は「自己実現・自立」

○校舎が広くて新しく、掃除が行き届いていてきれい。
○友達がたくさんできる。
○学校全体が落ち着いていて、授業が集中して受けら
れる。

○タブレットを使用したICT 教育が進んでいる。
○先生方が生徒に寄り添ってくれ、よく話を聞いてく
れる。

○都会なのに自然が残っていて、緑が多い。
○校歌がいい！
○坂の上なので登校するだけで自然と体力がつく！
○ホームページが充実している！
○先輩と後輩の仲がとても良い！

学校生活の様子

三田中学校三田中学校
みたちゅうがっこう

校名の由来

○新しい校舎と充実した教育施設
・平成22年1月に、地上4階、地下2階の新校舎の完成
・普通教室のほかに、教科ごとの教室
・地下1階の温水プール、地下2階には冷暖房完備の大小
2つの体育館

○確かな学力の定着に向けた授業
・数学と英語：習熟の程度に合わせた、少人数指導
○活気ある部活動
・運動部：バスケットボール、サッカー、野球など、7 つ
の部活動
・文化部：吹奏楽、美術など、6つの部活動
○生徒の主体的な活動
・体育祭：実行委員や応援団などが中心となって、学級
対抗で優勝を目指す活動
・合唱コンクール：実行委員が中心となって、課題曲、
自由曲の２曲を練習。学年内で金賞を目指す活動

○自己実現にむけて
・総合的な学習の時間を活用した、キャリア教育の推進

学校の特色

○学習規律が確立され、真剣に学習に取り組む学校
○集団生活のルールやマナーを守り、安心して生活できる
学校

○行事や部活動に熱心に取り組む学校
○保護者や地域、近隣の小学校に愛され、信頼される学校

こんな学校を目指しています
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三田中学校

学校の沿革
平成13年  4月
平成16年11月
平成17年  9月

平成22年  1月
平成22年  2月
平成23年  6月
平成23年11月
平成24年  1月
令和元年度11月
令和3年  11月

旧芝浜中学校と旧港中学校を統合し開校
港区教育委員会研究奨励校研究発表会 
三田中学校校舎新築のため旧芝浜中学校
校舎に移転
新校舎に移転
新校舎落成記念式典挙行
同窓会発足
創立10周年記念式典挙行
港区教育委員会研究奨励校研究発表会
港区教育委員会研究奨励校研究発表会
創立20周年記念式典挙行

学級数・生徒数

1年
4
109

2年
3
92

3年
3
97

合計
10
298

学　級
生徒数

令和6年5月1日現在

標 準 服

平成28年度の新入生から、男女とも２つボタンのブレザー
令和元年度から、体育着もリニューアル
令和3年1月から女子スラックス導入

●入学者数109名（令和6年4月8日現在）
御田小32名、芝浦小22名、赤羽小18名、
芝小6名、芝浜小6名、お台場学園港陽小6名、
港南小5名、高輪台小4名、東町小3名、
白金の丘学園白金の丘小3名、青山小1名、
区外3名

小学校別入学者内訳
令和6年度

学校概要
校 長
所 在 地
電話番号
H Pアドレス
X(旧Twitter)アドレス
交　　通

職 員 数

上原　良枝
港区三田4-13-13
5441-7348
https://mita-js.minato-tky.ed.jp/
https://twitter.com/mitajhs
都営浅草線 三田駅 徒歩10分  都営三田線 三田駅 徒歩12分
ＪＲ線　田町駅　徒歩12分　南北線　白金高輪駅　徒歩14分
28名

部活動の紹介
【運動部】
バスケットボール、バレーボール、
バドミントン、サッカー、野球、
ソフトテニス、剣道
【文化部】
吹奏楽、美術、文芸、調理、技術、国際理解

　本部役員9名と、学級代
表、成人厚生、広報、校外
生活、推薦の各委員会が、
元気に仲良く活動していま
す。PTA 活動としての
最大の行事は、毎年三田地
区委員会と共催で実施す
る「もちつき大会」です。

PTA活動

生徒の声

令和6年5月1日現在 　令和6年度の生徒会は「全進全力」～一瞬を
永遠に未来を拓け～をスローガンとして取り組
んでいます。これには三田中全員が一丸となっ
て、全力で未来へと突き進み、中学校での輝き
をこれからの一生につなげてほしいという主題
を持っています。生徒
会主催の学校行事に
は、前期生徒会報告
会、生徒総会、新入生
との対面式、三送会
があります。

生徒会活動

卒業生の進路状況（合格者数）

体育祭校旗入場 作品展 合唱コンクール



個を生かし、豊かな人間性と社会性を育む教育を推進する。
○深く考え進んで学ぶ人
○思いやりのある心豊かな人
○健康でたくましく生きる人

教育目標

総合的な学習の時間
　学校全体のテーマを「ＳＤＧｓの実現をめざす生徒の育成」と
し、各学年で定めたテーマに基づいてＳＤＧｓの17のゴールと関連
させながら探究的な学習を行います。
　３年間を通じて世界を知る、日本（東京）を知る、よりよい共生
社会を生きる将来について、系統的・計画的な指導計画の下に、全
校体制で実施します。教科横断的な単元配列等の工夫を行い、自
分ごととして課題を解決する力を高めます。
  関係機関や最新の取り組みを展開している事業団体等を招聘し
時期を捉えた情報や世界、諸分野の現状の理解を深めます。

学校生活の様子

高松中学校高松中学校
たかまつちゅうがっこう

校名の由来

○港区では比較的大きな規模の学校で、全校で約300名の生
徒が在籍しています。
○高松の森を有する抜群の自然環境の中、区内最大の敷地面
積を活用したゆとりある学習環境が整っています。また、森
の中には散策路があり、自然観察やランニングロード等に活
用されています。
○全校で「高松中生のあたりまえ」を取り組み、基本的な生活
習慣を身に付けます。
○朝読書から始まり、「三行日記」に一日の振り返りを記入して
終わる内省重視の指導を積み重ねています。
○全学年の数学と英語の教科では、充実した少人数授業を実施
し、わかる授業、確かな学力の向上を目指しています。
○規律ある授業、主体的に取り組む委員会活動や部活動を通し
て、生活指導の基盤を培います。
○行事で燃え、上級生が下級生を教え育てる縦割り活動による
人間関係づくりを行っています。特に、全校生徒が3つの集
団に分かれて取り組む高松体育大会の応援合戦は観る人に
感動を与えます。
○２学期に行われる「合唱コンクール」では、各学級の力が結
集された素晴らしい歌声で、聴く人を魅了しています。

学校の特色

「学びの森　高松」
　規律ある生活を土台として、工夫された授業が日々教室で行
われ、すべての生徒と教職員が高松愛に基づいて活動している
学舎を「学びの森 高松」と呼び、目標にしています。本校は、
一人一人の生徒が自主的に考えながら取り組み、意欲的に活動
できる場を多く設けています。教員と生徒がともに活動しなが
ら、生きる力を育てる中学校を目指しています。

こんな学校を目指しています
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●入学者数89名
　（令和6年4月8日現在）
赤羽小2名、芝浦小3名、御田小2名、
高輪台小38名、白金小28名、
白金の丘学園白金の丘小2名、
港南小3名、麻布小1名、本村小2名、
東町小2名、赤坂学園赤坂小1名、
他県区村私立5名）

小学校別入学者内訳
令和6年度

高松中学校

旧高松宮邸の敷地の一部を譲り受けた校地であることと、宮様自らが校章のデザ
インをされたことから「高松」という校名が付けられました。

学校の沿革
昭和24年  4月
昭和24年  5月
昭和24年11月

平成  4年  3月

平成26・27年度
令和元年10月
令和3年  4月
令和4年  4月 

白金小学校内に開校
新校舎落成　白金小学校から移転
高松宮殿下から、宮様自らがデザインされた校
旗を御下賜
新校舎落成　
緑豊かな高松の森を背景にして、近代的な設備を
誇る校舎がそびえている。
港区教育委員会研究奨励校
創立70周年記念式典挙行
高松中学校内に高輪台小学校あじさい学級設置
特別支援学級設置   

学級数・生徒数

1年
3
89

2年
3
100

3年
3
99

1
4

合計
10
292

学　級
生徒数

令和6年5月1日現在

特別支援

○緑豊かな環境の中、広い敷地に恵まれ、高松の森のおいしい空気を吸って、
落ち着いた学校生活を送っています。
○入学時、不安でしたが、先輩たちが明るく楽しそうで、親しみやすい雰囲気
で接してくださり、安心できました。
○様々な小学校から集まっているので、友達の輪が広がり交流が深まります。
○6階にある見晴らしのよいランチルームで、全校揃って食べる給食は格別です。
○充実している学校図書館は、みんなの癒しの場になっています。
○高松中の２大行事の高松体育大会、合唱コンクールには学級が一丸となっ
て全力で取り組み、団結力が深まると共に、大きな達成感が味わえます。
○部活動は、熱心に取り組みながらも、先輩後輩の枠をこえて楽しく活動して
います。

学習作品展示週間高松体育大会 合唱コンクール

標 準 服

学校概要
校 長
所 在 地
電話番号
H Pアドレス
X(旧Twitter)アドレス
交　　通

特別支援学級
職 員 数

中山　幸子
港区高輪1-16-25
3441-6239
https://takamatsu-js.minato-tky.ed.jp/
https://twitter.com/takamatsu_js
南北線･三田線　   白金高輪駅　徒歩  1分
浅草線･京浜急行　泉岳寺駅　　徒歩10分
知的障害　固定学級
25名

部活動の紹介
【運動部】
野球、硬式テニス、陸上、水泳、剣道、
バスケットボール、バドミントン
【文化部】
科学、美術、華道、茶道、
ガーデニング、吹奏楽

生徒の声

　年間を通して、保護者にお手伝いをい
ただいています。毎学期「あいさつ運動」
と「高松交流ガーデン」があります。ま
た、「制服リサイクル」や「あんしん・き
れい・パトロール」などいった様々な活
動を通して、保護者同士のコミュニケー
ションづくりの場にもなっています。

PTA活動

朝のあいさつ運動

高松交流ガーデン美化ボランティア

卒業生の進路状況（合格者数）
令和6年5月1日現在



○すすんで、自他の敬愛と協力を重んずる生徒【徳】
○すすんで、学ぶ意欲と深く考える力を伸ばす生徒【知】
○すすんで、豊かな心と健やかな身体を育む生徒【体】
〔校訓〕挨拶・親切・自律

教育目標

総合的な学習の時間
　「人権」、「防災」、「共生」、「環境」、「国際理解」等をテーマに発達
の段階に応じた系統性を重視した学習を行います。

学校の沿革
昭和38年  4月　開校・校章制定
昭和40年  2月　校歌制定
昭和58年  4月　特別支援（肢体不自由）学級設置
昭和62年12月　新校舎完成移転（現校舎）
平成20・21 年度　港区教育委員会研究奨励校
平成22年  4月　標準服リニューアル
平成23年  4月　特別支援（知的障害）学級設置
平成25年11月　創立50周年記念式典挙行
平成28・29 年度　港区教育委員会研究奨励校
平成28・29・30年度　東京都道徳教育推進拠点校

東京都スーパーアクティブスクール研究指定校
令和 4・5 年度 港区教育委員会 研究パイロット校
令和 4 年度 学校運営協議会発足（コミュニティスクール）
令和3・4・5年度 東京都授業改善推進拠点校   
令和 5年11月 創立60周年記念式典   
令和 6年  3月 第61回卒業式（卒業生累計5,168名）

港南中学校港南中学校
こうなんちゅうがっこう

湾岸地区の人口増加にともない、港南の地名にちなむ学校として開校しました。校名の由来

1年
3
103

2年
3
113

3年
3
109

特別支援
2
12

合計
11
337

学　級
生徒数

令和6年5月1日現在

学級数・生徒数

58 59

運動会

学校概要
校 長
所 在 地
電話番号
H Pアドレス
X(旧Twitter)アドレス
交　　通
特別支援学級
職 員 数

佐々木　希久子
港区港南4-3-3
3471-0238
https://konan-js.minato-tky.ed.jp/
https://twitter.com/konanjhschool
JR　品川駅　徒歩15分
知的障害　固定学級
29名

標 準 服
　港南ブルーをネクタ
イ・スラックス・スカー
トのアクセントに用い
て、統一感と国際性の
あるデザインです。女子
生徒もスラックスが選
択できます。また、夏服
にポロシャツが選択で
きます。

卒業生の進路状況（合格者数）

生徒の声

令和6年5月1日現在

港南中学校

　3年生がリーダーとなり、学級だけでなく学年、全校が互いに
協力し合い、絆を大切にするという伝統のもと、全校で「応援」

や「港南ソーラン」に取り組み、練習から本番まで、気合の入ったかけ声や堂々としたダ
ンスを披露します。

防災学習

こんな学校を目指しています
［目指す生徒像」
◎友だちや周囲の人を笑顔にできる生徒（他者の考えを大切にする心）
◎あいさつのできる生徒（人間関係を大切にする心）
◎何にでも本気で取り組める生徒（真剣に生きる心）
◎校舎をきれいに使える生徒（周囲に感謝する心）
【目指す学校像】
◎生徒・保護者・地域と教員が笑顔で過ごせる学校
◎生徒・保護者・地域と教員が信頼関係で結ばれている学校
◎保護者・地域と教員が生徒の描く夢と生徒の心を大切にする学校
【具体的な方策】
(1) 人権教育の推進…生徒一人ひとりの個に応じるとともに、すべての生徒が、笑
顔で楽しく学校生活が送れるような支援を行えるようにします。

(2)いじめのない学校づくり…日常的に全教職員が担任として全生徒の様子をよ
く観察し、生徒の声に耳を傾け、いじめの未然防止、早期発見、早期解決に
努め、生徒が安心して学校生活が送れるようにします。

(3)学ぶ意欲と深く考える力を伸ばす生徒の育成…課題解決学習や体験的な学習
を積極的に取り入れ、すすんで学習に取り組む態度や課題を深く考え探究す
る態度を養うよう、「教えて考えさせる授業」の工夫・改善の推進を通して、
授業改善に努めます。

(4)未来を切り拓き生き抜く力をもつ生徒の育成…他者を笑顔にできる人、困って
いる人を助けることができる人を育成します。さらに学校生活や係・委員会
活動・学校（学年）行事・部活動等を通して他者と温かな人間関係を築ける
ことができるよう思い遣りの心の醸成を図ります。

(5)港南アカデミー幼・小中一貫教育の推進…港南アカデミーの幼稚園・小学校
との連携を通して、幼児・児童・生徒の各発達の段階についての理解を深
め、各校種におけるギャップの解消を図ります。

(6)東京海洋大学や地域総合防災訓練等、地域と連携した学びの推進…東京海洋
大学をはじめ、地域の関係諸機関との交流・連携を充実させ、地域の特色を
取り入れた体験的な学習活動を推進します。

(7)登校支援の充実…一人一人の事情に合わせ、学校からの連絡を欠かさずに行
い、生徒の考えや家庭の方針を共有しながら、一人一人の目標を一緒に考えて
いきます。

(8)安全・安心な教育環境の確立…学校内の事故やけがが起こらないよう、安全
に配慮した学習指導を行います。

(9)学校力の向上…学校だよりや学年だよりを定期的に発行し、港南中学校の教
育活動を保護者や地域の皆様に常に公開するとともに、SNSを活用し、定期
的に学校状況を発信し、より一層の開かれた学校づくりを目指します。

学校の特色
○令和3年度から3年間の東京都授業改善推進拠点校としての研究
〇令和４・５年度港区教育委員会研究パイロット校としての研究
○港南アカデミーを基にした幼・小中一貫教育の推進
○ＳＤＧｓを取り入れた東京海洋大学と連携
した運河学習など他校種との連携の推進
○地域総合防災訓練を通した防災教育の推
進。平成30年度東京都「防火防災功労
賞」、総務省「日本防火防災協会会長賞」
を受賞
○いじめのない学校づくりの推進
○地域や外部人材を活用した体験学習
○冷暖房完備の教室と体育館
○広大で安全性の高い人工芝のグラウンド

○行事（運動会、学芸発表会）
に燃える。

○港南中学校ならではの伝統行
事（港南ソーラン節）がある。

○授業は楽しく、先生の教え方
がていねいで分かりやすい。

○ゲストティーチャーや外部指
導員、地域の方など多くの人
たちが授業や行事に訪れてくれる。

○運河学習で環境について学習することができる。
○校庭（人工芝)が広い。
○都大会を目指して、活発に活動する部活動が多い。
○標準服がかっこいい。夏服にポロシャツが選べ、暑い日でも大
丈夫。

○学年を超えて、仲がいい。
○ボランティア活動に積極的に取り組んでいる。
○元気のよいあいさつができる。
○学校内だけでなく、地域の行事にもたくさん参加し、活躍して
いる。

○備品がそろっている。

●入学者数109名（令和6年4月8日現在）
芝浦小29名、港南小71名、
他区市町村立・私立等9名

（特別支援学級含む）

小学校別入学者内訳
令和6年度

学校生活の様子
「防災学習」
　４月に１、２年生が運河クルーズ防災学習、９月にはプレ防災訓
練、11月には総合防災訓練、２月には1年生が防災まち歩きを行い
ます。総合防災訓練では初期消火、マンホールトイレ設営、糧、負傷
者搬送、被害状況把握などの班に分か
れ、実際に活動をするとともに、指導
者として参加された方々に使い方など
の指導を行いました。防災意識の理解
を深めるとともに地域の一員地域の一
員としての自覚をもち、地域を愛し、貢
献しようとする人材を育成します。
「運河学習」
　東京海洋大学の教授、大学院生、学生と運河をきれいにする
課題解決学習を年間６回実施。運河に囲まれた芝浦港南地域の
一員として、運河を大切にする心情や、自然環境との関係性を
理解し、環境リテラシーを身に付け、SDGs の達成を意識し、
持続可能な社会づくりに向けた教育を推進します。
「学芸発表会」
　『支える、結ぶ、表す』をテーマに舞台、合唱、展示の3部門の発
表を行います。舞台部門では生徒代表による弁論、英語スピーチ
や、なぎなた部演舞、吹奏楽部の合
奏、運河学習の研究発表を行います。
合唱部門は合唱コンクールとして各
クラスで発表を行います。展示部門
はホールや廊下の掲示板を利用して、
各教科の作品や行事等で作成したレ
ポートや新聞を掲示します。どの部門
も日頃の学習の成果を発表します。

部活動の紹介

※どの運動部も部員が増え、都大会出場を目指して毎日練習に励
んでいます。また吹奏楽部は地域行事に参加しています。
※華道部は儀式や行事に合わせて花を生けています。それぞれの
雰囲気を盛り上げてくれています。

【運動部】
バスケットボール、バレーボール、サッカー、野球、
ソフトテニス、なぎなた、ダンス
【文化部】
吹奏楽、美術、書道、華道、勉強、国際、科学

運河学習

授業の様子

尾瀬夏季学園

学校行事のお手伝いや地域のボランティア活動に参加しています。
PTA活動



城南中と三河台中の統合にあたり、生徒、保護者、地域に公募し、学校の所在地
が校名になりました。

だれもが真剣席書会

「自主・勤勉・共生」
○自主…自分で考え、判断し、行動できる人
○勤勉…何事にも真面目で一生懸命取り組む人
○共生…互いの違いを認め、助け合って生きることのできる人

教育目標

総合的な学習の時間
・「学び方・考え方」の学習を通して生きる力を育てます。
・各教科、領域で得た知識を総合的、横断的に応用する力
を育てます。

学校生活の様子

六本木中学校六本木中学校
ろっぽんぎちゅうがっこう

校名の由来

1年
3
86

2年
3
101

3年
3
96

特別支援
3
17

日本語
2
ー

合計
14
300

学　級
生徒数

令和6年5月1日現在

学級数・生徒数

六本木中学校では、自他を認め、多様性に富んだ考え方、生き
方を受け入れる教育活動を推進しています。
○学力向上　　
授業における落ち着いた取組姿勢と基礎基本の定着、家庭
における学習習慣の定着により、学力向上を目指します。
○英語科国際ネイティブ・コース
「英語科国際」の授業にネイティブ・コースを設置し、生徒の
英語能力を一層伸ばす教育を展開します。

○学校行事や部活動の活性化
『大切にしたい３つのあたりまえ』（挨拶・時間を守る・話を
聞く）を中心に生活指導の徹底を図ります。また、学校行事
や部活動に主体的に取り組み、生徒が互いに成長できる教育
を展開します。
○家庭・地域との連携・協力
広報活動を積極的に行い、家庭・地域と連携した教育活動
を推進します。また、学校外の教育人材や施設等を活用し、
情報化・国際化にふさわしい学校づくりを行います。
○インターナショナル
外国人生徒や帰国生徒も多く、多様な考え方の中で互いに協
力しながら学校生活を送っています。
○多くの小学校から入学
令和６年度　１学年（94人）　学区域内の区立小学校より43人　
それ以外の区立小学校より46人　他区市・海外より転入５人（特
別支援学級８人含む）

学校の特色

「夢をはぐくむ学校」
（1）生徒がのびのびと生活できる学校
　生徒が安全で安心して過ごすことができる学校。
　生徒が生き生きと楽しく学ぶことができる学校。
　生徒が自分の夢の実現に向かって挑戦できる学校。

（2）保護者が安心して子どもを預けられる学校
　適切に情報を発信し、説明責任を果たし、教育活動への理解を求める。
　ガイダンス機能やカウンセリング機能の充実を図る。

（3）地域の人たちに愛される学校
　適切に情報を発信し、説明責任を果たし、教育活動への理解を求める。
　地域協働の学校づくり。

こんな学校を目指しています

60 61

六本木中学校

学校の沿革
平成10年  4月
平成12年  4月
平成20年11月
平成22年11月
平成25年  4月
平成25年  4月
平成26年11月
平成29年  4月
平成30年  4月
平成30年11月

六本木中学校 開校
新校舎に移転   
創立10周年記念式典挙行
港区教育委員会研究奨励校研究発表会
１年生から新標準服を導入
東京都教育委員会人権尊重教育推進校指定
東京都教育委員会人権尊重教育推進校研究発表
英語科国際ネイティブ・コース開設
日本語学級設置
開校20周年記念式典挙行

標 準 服
　男女の区別を廃止し、自由に選
択して組み合わせて着用できるよ
うにしました。紺のブレザーに白
のYシャツ、【スラックス（2種）ス
カートから選択】、【ネクタイ・リ
ボンから選択】。自分らしく着こ
なすように指導しています。
　令和元年度から、生徒のデザイ
ンしたエンブレムがブレザーにつ
きました。また、令和3年度から
クールチョイス期間は紺色のポロ
シャツ（指定）が加わりました。

●入学者数94名（令和6年4月8日現在）
赤羽小6名、芝浦小3名、白金小2名、港南小6名、
麻布小18名、南山小14名、本村小8名、笄小5名、
東町小11名、芝小2名、赤坂学園赤坂小4名、
青山小1名、芝浜小3名、お台場学園港陽小1名、
青南小4名、御成門小1名、他区市町村立・私立等5名

（特別支援学級含）

小学校別入学者内訳
令和6年度

学校概要
校 長
所 在 地
電話番号
H Pアドレス
X(旧Twitter)アドレス
交　　通
特別支援学級
職 員 数

松島　智子
港区六本木6-8-16
3404-8855
https://roppongi-js.minato-tky.ed.jp/
https://twitter.com/roppongijhs
日比谷線･大江戸線 六本木駅　徒歩5分
知的障害　固定学級
31名

卒業生の進路状況（合格者数）

○朝読書　8：25～ 8：35
静寂の中、１日のスタートは朝読書から始まります。職員
も一緒に本を読んでいます。
○六中タイム（振り返りタイム）　15：25～ 15：35
その日の授業のポイントをシートに記入し、家庭学習の
計画を立てます。授業の復習と家庭学習の定着が目的
です。持ち帰る学習道具の軽減にもつながります。

生活時程

部活動の紹介
【運動系】
バスケットボール、バレーボール、バドミントン、ソフトテニス、ダンス
【文化系】
吹奏楽、美術、書道、茶道、食育
・2つの部に同時に所属できる制度(兼部) もあります。
バスケットボール部　都大会   第3位（令和4年度   新人戦）

生徒の声

令和6年5月1日現在

楽しい小学生体験授業自然や人と触れ合う2年夏季学園 歴史に親しむ３年修学旅行

◯5つの運動部と5つの文化部があります。先輩・
後輩の壁がなく、よい雰囲気で活動しています。

○さまざまな小学校、海外から入ってくる生徒も多く、
交流の輪が広がります。

○親しみやすく、心強い存在である先生がたくさんい
ます。
○運動会、合唱発表会、百人一首大会の三大行事が盛
り上がります。そして、生徒同士の絆が深まります。
○合唱発表会はコンサート形式でみんなが楽しめま
す。３年生が歌う伝統の曲「河口」は壮大です。

○体育館や渡り廊下は、陽が入って明るくてきれいで
す。給食はとてもおいしいです。

ハラハラドキドキ１年移動教室全校で競う百人一首大会心をひとつに大縄跳び コンサート形式の合唱発表会

日本語学級（通級）
◯日本語能力が不十分な外国人生徒や帰国生徒に対して、日本
語を教える通級学級です。

◯一日も早く日本語を習得し、在籍学級に適応していけるように
支援します。

◯学習言語の習得、読解力・表現力の育成に力を注いでいます。
◯「話す」「聞く」「書く」「読む」をバランスよく指導し、日本語
力を高めます。

◯２学級、３名の教員が個別指導、少人数指導を行います。



○深く考え、進んで学習する
○責任を重んじ、規律正しく行動する
○心身を鍛え、情操を豊かにする

教育目標

卒業生の進路状況（合格者数）高陵中学校高陵中学校
こうりょうちゅうがっこう

校名の由来

○確かな学びを展開し、学ぶ喜びを実感できる学校
○生徒一人一人の能力を伸長し、豊かな心をはぐくむ学校
○家庭・地域と共に歩む学校

こんな学校を目指しています

62 63

高陵中学校

麻布の高台に創る学校が、教育の殿堂として高く大きく成長し、発展してほしい
という願いをこめて名付けられました。

学校の沿革
昭和26年  4月
昭和27年  3月
平成19年10月
平成22年  2月
平成23年11月
平成22･23年度
平成24･25年度

平成25･26年度
平成27年度
平成29･30年度

令和元年度
令和3年度
令和6年度

港区立高陵中学校開校
港区麻布笄町177番地（現在地）に校地決定
南麻布仮設校舎に移転
西麻布新校舎（現在の校舎）に移転
創立60周年記念式典挙行
港区教育委員会研究奨励校
「子どもの体幹を鍛える～正しい姿勢のもたらす教
育的効果の検証～」研究協力校
東京都教育委員会理数フロンティア校
東京都教育委員会言語能力向上拠点校
港区教育委員会研究奨励校「新学習指導要領をふ
まえた言語活動の充実」
全日本中学校国語教育研究協議会 会場
創立70周年記念式典挙行
人権教育研究指定校

学級数・生徒数

1年
3
73

2年
2
77

3年
2
71

合計
7
221

学　級
生徒数

令和6年5月1日現在

年間行事
4月
5月
6月
7月
9月

10月

12月
1月

2月
3月

始業式　入学式　新入生歓迎会　
開校記念日　学校公開週間　移動教室
運動会　修学旅行　
小学生体験授業　終業式　夏季学園
始業式　道徳授業地区公開講座　
２年校外学習
防災訓練　学芸発表会　学校公開週間
音楽交歓会　区連体
音楽鑑賞教室　終業式
始業式　校内書き初め展　百人一首大会
学校公開週間
職場体験　1年校外学習
古典芸能鑑賞教室　卒業式　
修了式　離任式

学校生活の様子

総合的な学習の時間
各学年の学習活動
　1年生「環境・国際」　　2年生「経済」
　3年生「社会」
　テーマに沿って、体験活動、見学や調査活動、発表や討
論などを取り入れて、課題解決学習を行います。

学校の特色

朝読書

東京都生徒会長サミット キャリア講話

小学生体験授業

日本文化体験

授業では、どの教科も「学び合い」を取り入れ、生徒が見通
しをもって、互いに協力し合いながら理解できるようにして
います。
総合的な学習の時間では、SDGsに主軸を置き、３年間を
通して、生徒が探究活動できるようにしています。
部活動では、外部の指導員を多く取り入れて活動していま
す。

部活動の紹介
【運動部】
バスケットボール、バレーボール、
バドミントン、サッカー、水泳、ダンス
【文化部】
吹奏楽、美術、書道、ギター、自然科学

学校施設を利用した環境に関する取組
生徒の意見を生かした新たなルール作り 等

生徒会活動

●入学者数76名（令和6年4月8日現在）
笄小19名、本村小11名、青南小23名、青山小5名、東町小4名
赤坂学園赤坂小3名、南山小1名、
他区市町村立・私立等8名

小学校別入学者内訳
令和6年度

運動会伝統種目
大縄跳び

令和3年度から保護者・生徒と話し合って、新標準服になりました。

標 準 服

学校概要
校 長
所 在 地
電話番号
H Pアドレス
X(旧Twitter)アドレス
交　　通
職 員 数

大平　達也
港区西麻布4-14-8
3409-7687
https://koryou-js.minato-tky.ed.jp/
https://twitter.com/koryojh
日比谷線　広尾駅　徒歩8分 
22名

令和6年5月1日現在

○学校以外でも、挨拶がよくできています。
○授業や行事にとても一生懸命に取り組ん
でいます。

○先輩がやさしく頼もしいです。
○部活動も活発で、熱心な人が多くいます。
○移動教室や夏季学園、海外修学旅行など、
とてもたくさんの体験活動があります。

○男女関係なく仲が良く、学校の雰囲気が
明るいです。

生徒の声

　学校行事、検定補助、地域の活動等にご協力いた
だいております。

PTA活動



【自立・共生・創造】
○自立…自ら考え判断し行動できる人
○共生…思いやりの心をもち協働できる人
○創造…深く考え想像できる人

教育目標

総合的な学習の時間
○学年に応じた進路学習（民間プログラムを導入したキャリア教育、
職業講話、職場体験、高校の先生による出前授業、上級学校訪問）
○ICT機器等を活用して身につけた知識や技能から学習したことを
まとめ保護者、地域に公開
○地域総合防災訓練、避難所設営訓練、普通救命講習会受講等地域
や防災にかかわる活動

青山中学校青山中学校
あおやまちゅうがっこう

青山家の屋敷が広く占める地域から「青山」と呼ばれるようになり、この地名から
名付けられました。校名の由来

　昭和22 年に開校し、平成29 年度には70 周年を迎え、令和6年度で
77年目を迎えました。「思いやりの心あふれる温かい学校」をモットーに、
全教職員が全生徒に関われる規模で、生徒一人一人が学習や行事など様々
な活動に「主役」として活躍しています。また全校行事や各学年の行事を年
間に分散し、一つ一つを丁寧に取り組み、充実感を味わわせ、学習や行事
に主体的に取り組むことのできる資質・能力の育成に努めています。
○  学習　 基礎・基本の定着と発展的な学習
全ての授業においてねらいを明確にし、個別最適な学びや協働的な
学びを計画的に取り入れることにより、生徒が能動的に授業に参加し
ています。また、数学と英語の授業では習熟度別少人数授業を実施
しています。
「主体的・対話的で深い学び」の実践に重点をおいています。
○  体験　豊富な体験学習・活動
全学年が美術館、大学と連携した授業を実施し、質の高い情操教
育に取り組んでいます。また、専門家による「出前授業」、宿泊学
習、学校２０２０レガシー教育、人権教育としての体験学習・活動、
部活動におけるボランティア活動など様々な活動に取り組んでい
ます。

○  進路　１～３年の系統的なキャリア教育
全学年でキャリア教育に関する民間プログラムを導入実践。また、1年生
では、都立青山高等学校体験授業、職業講話、2 年生では職場体験、都立
日比谷高等学校体験授業、3年生では、高等学校の先生方による「出前授
業」などを取り入れ、生徒のキャリア教育の充実に取り組んでいます。

○  挑戦　学習環境の整備
青山中学校は原則、学年全員担任制を実施し、担任の先生を固定
していません。少人数ならではの良さを生かし、学年の教員で学年
のすべての生徒をきめ細やかにサポートしています。また教科教室
制を実施しており、原則すべての教科の専用の教室があり、生徒
が授業の教室を移動していきます。教室を固定することにより、担
当の教員の専門性をより発揮できるよう日々改善を図っています。
　また青山中学校には衣替えがありません。季節に合わせ生徒が
自主的に判断し、制服も男女問わず選択できるようにしています。

学校の特色

　青山中学校は開校当初からの生徒の学習・生活目標として「真剣な
学習」「節度ある行動」としています。そして生徒の自主性、主体性を重
視し、家庭・地域との連携を密にしながら一人一人の個性を大切にし、
それぞれの力を十分に伸ばす教育を推進しています。
　令和5年度より「青山小青山中学校運営連絡協議会」をスタートさせ
ました。今後から一層地域と連携した学校運営を推進していきます。
　小規模な学校だからこそできる、きめ細やかな学習指導、様々な体験
学習、地域の密接な関係を生かした教育実践を通して、これからの時代
を生き抜く「生きる力」を着実に身に付けさせることを目指しています。

こんな学校を目指しています

64 65

青山中学校

学校の沿革
昭和22年 4月

昭和23年 4月
昭和60年 5月
平成27･28年度
平成29年10月
令和 2年 7月
令和 6年 3月

港区立新星中学校として東京都立第一中学校（現、
日比谷高等学校）に併設して開校、女子は東京都立
外苑中学校（現、青山高等学校）を使用した。
港区立青山中学校と改名
新校舎落成
港区教育委員会研究奨励校
開校70周年
標準服の夏服にポロシャツを導入
第75回卒業式挙行（卒業生累計14,767名）

学級数・生徒数

1年
1
32

2年
1
39

3年
2
45

特別支援
2
11

合計
6
127

学　級
生徒数

令和6年5月1日現在

標 準 服

学校生活の様子

●入学者数35名
　（令和6年4月8日現在）
青山小21名、青南小7名、
赤坂学園赤坂小１名、芝浦小１名、
赤羽小1名、麻布小1名、
他区立３名

（特別支援学級含む）

小学校別入学者内訳
令和6年度

○学年関係なく、仲が良いのでみん
なが楽しく学校生活を送っていま
す。
○学年の行事が１学期、学校の行事
が２学期３学期と別れていて親睦
が深められてとてもいい。
○特別な部活動があります。
○青山中には緑がとても多く静かで
いい環境です。

１年スキー教室 2年夏季学園 2年職場体験 3年生修学旅行

運動会① 運動会② 校外学習 合唱コン

学校概要
校 長
所 在 地
電話番号
H Pアドレス
X(旧Twitter)アドレス
交　　通

特別支援学級
職 員 数

中田　和直
港区北青山1-1-9
3404-7522
https://aoyama-js.minato-tky.ed.jp/
https://twitter.com/aoyamajh
銀座線･半蔵門線･大江戸線
青山一丁目駅　徒歩2分
知的障害　固定学級
23名

部活動の紹介
【運動系】
バスケットボール、バドミントン、
野球、硬式テニス、ダンス、
スポーツ
【文化系】
吹奏楽、ボランティア・アート、
国際交流、鉄道研究、
華道

卒業生の進路状況（合格者数）
生徒の声

令和6年5月1日現在




